
會學濟縷鍵k肉帝都京

細

革
擁

用

塑
叢

.

晶
醐

叢

給
付
能

ヵ
原
則

の
適
用

農
業
勢
働
問
題

・

中
世
都
市

の
護
達

識
遡

輪
圃

我
國

の
地
方
税

を
論

ず

説

苑

入
時
間
勢

働
制

の
沿
革

小
學
教
育
費

の
研
究

・

井
リ

ヤ

ム
・
タ

ム
ス
ン
の
分
配
論

・

雑

}蘇

住
居
統
計
概
説

・

伯
林

に
於
け

る
乳
見
死
亡
傘

・

戦
後
英

吉
利

の
輕
濟
歌
態

日
英

ψ木
の
海
』軍
協
定

・

・

.

法
學
博
士

法
學
博
士

文
學
博
士

法
學
博
士

注
學
博
士

経
済
畢
士

経
済
學
土

渋
墨
博
士

測

學

士

注

學

士

渋

墨

士

耐

戸

正

雄

河

田

嗣

郎

三

浦

周

行

小
川
郷
太

郎

山

本
美

越
乃

小
山

田
小
七

堀

纏

夫

財

部

静

治

汐

見

三

郎

小
島

昌
太
郎

小
島

昌
太
郎

p"L
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、

ド

第

+
三
巻

(第
三
號

】
二
二
)
.
四
二
六

伯
林
に
於
け
る
乳
兄
死
亡
率

胃
.

汐
.
見

三

郎

幼
年
者
死
亡
傘
持
に
乳
見

死
亡
率

の
研
究
ば
、
人
口
統
計
に
於
て

看
過
し
難
き
重
要
な
る
題
目
で
あ
ろ
。
最
近
着

の
外
聞
難
謎
々
見

る

ご
、伯
林
に
於
げ

る
乳
免
死
亡
率

に
關
す

る

∵
銑
o
℃
『

恒
ゴ
ニ
o
「
の
興

味
深
き
報
告
が
載

っ
て
み
ろ
。

一

散
授

un
一
一σG邑

葺

は
、
伯
林

に
於
け

ろ
乳
児

死
亡

率

の
趨
勢

に
關

し
、
千
人
百

七
十

年
よ
り
千
九
百
十
九

年

の
長

き
期
間

に
わ
た
り

、
貴

重
な

る
研
究
を
獲

表
し

π

生
産

せ
し
者

の
敷

(N
p
三

ユ
巽

[
O
σ
Ω
乙
『qo
σ
c
『窓
9

)
ご

生
産

せ
し
者

の
中

浦

　
歳

以
下

で

死
亡

せ
し

者

の
激

(N
酋
三

号
「
O
o
鴇
o
「『
①莞
昌
魯

昌o
↓
。茜
。σ
o
「Ω
】。
く
o
一目

o
-
【
}巴
】こ

ε
、

満

】
歳

以
下

で
死

亡
せ
し
者
が
生
産

せ
し
老

生
禮

に
毀
し

て
占

む

る
割
合
馬
印

ち
乳
見
死
亡

率

(ω
警
⑳
冒
碧
切言
吾
穿
げ
評
葺

)

ご
を

一
表

に
纏

め
て
見

る
ご
、

此

長
期

間
中

に

伯

林

に

於

け

る

乳
児

死
亡
率

が
漸

次
減

少

し

つ
」
.あ
る
事
が
明

ε
な

る
の
で
あ

る
。

乳
児

死
亡
率

の
最

高

に
上
り
し
は
、
普
佛

戦
争

の
行

.畏DieS溢uglingsstcrbHchkeiti【l
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は
れ
し
千
八
百
七
十

「
年
で
あ

っ
て
四
〇
・

一
%
を
示

し
.
最
低
は
千
九
百
十
⊥
ハ
年
の

一
二
・
八
%
に
し
て
最

高
率

の
約
三
分
の

一
に
も
達
し
な

い
の
で
あ
る
。
乳
見

死
亡
率
を
年
年
卒
均

し
よ
り
算
定
す
る
ご
、
次
の
結
果

を
得

る
事
が
出
来

る
。

年

代

天

七
〇
年
代

一
八
入
O
隼
代

一
八
九
〇
年
代

一
九
〇
Q
.年
代

一空

累

代
(㌃

㌔

雑

)

木

表
を
基
礎

冠
し
て
、

.

乳
見

死
亡

牽

三

二
・
一
%

二
七

・七

一
…三

・
二

】
九

二

}
四

・入

伯
林
の
乳
免
死
亡
…裕
.の
趨
勢

を
研
究
す

る
。
先
づ
乳
冤
死
亡
傘
ご
出
生
率
ダ
あ

關
係

を
明
に
し
、
.次
に
乳
児
死
亡
率
の
毎
年
比
較
、
更
に
毎

月
毎
季
比
較
を
試
み
、
最
後
に
乳
児
死
亡
の
原
因
に
及

び
托
い
。

、

:

一
♂

:

:

、

:

、

:

、

:

、

乳
児
死
亡
.摩
の
数
字
に
影
響
す

る
塾
最
も
多
き
は
、

ヘ

へ

あ

う

ミ

も

も

も

マ

出
生
率

の
数
字
で
あ
る
。
出
生
数
大
な

る
聴
は
乳
児
死

亡
増
加
し
、
出
生
藪
小
な
る
時
に
は
乳
兄
死
亡
率
の
僅

少
な
る
を
常

ε
す

る
。
伯
林
に
於
て
戦
争
中
死
亡
率
の

.

難

鋒

伯
林
に
於
け
ろ
乳
兄
死
亡
率

.激
減

せ
し
も

、

こ
れ
全
く
出
生
奉
減
少

の
結

果

に
外

な

…
ら

な

い
。
以
下
年
代

を
追

ひ
両
者

の
比
較
を
試

み

る
。

一

千
八
百
七

十
年
代

に
於

て
は
、
生
産

學
が

四

「
.・
四

漏

の
高
率

を
示

し
、
從

っ
て
乳
児

死
亡
率
も
ゴ

ニ
・

ム…

%

の
多

き
に
上

っ
た

の
で
あ

る
。

}

千

八
百
八
十

年
代

に
入
り
、
生
逡

撒

の
聖

均

が
前
年

…
代

よ
り

=
二
・
五
%

減
少

し
て
三
五
・
八
%

・し
な
り

、一

皿
他
方
乳
児
死
亡
率

は

=
二
・
六
%
減

の
二
七

・
七
%

の
-.

…
徽
字
を
示

し
だ
。

九
十
年
代

に
は
、
中川
雄
一敷

は
一
一九

・
⊥
ハ
%

ご
な
h
へ
一

…
七
・
二
%
減

で
あ

る
、
.乳

児
妬
みし
隼

は

一
山
ハ
・
.一二
%
減

じ
て
二
三

二

劣

ご
な

っ
た
。

.

廿
世
紀

の
最
初

の
十
年
間

に
於
て

は
、
出
生
敷

は
二

一
五

.
0
%

で
あ

っ
て
前
期

よ
り

一
五

・
⊥
ハ
%

低
下
し
六

乳

見
死
亡
率

の
方
は

一
七

・
八
%
.減

の

一
九

・

一
%

で

あ

る
,

.

.

」

千
九

百
十

年
乃
至
千
九
百

十
八
年

の
九
年
間

に
て
は

出

生
撒

二

八
・
九
%

乳
児

死
亡
者
撒

一
四

。
八
%

の
結

果

を
示
し

て
み
る
、

從

っ
て
出
生
藪

は
前
期
問

の
約

三

.

分

の

}
減

即

ち

三
二

・三
%
減

じ
、

乳
児
死

亡
率
の

二

第
十
三
巻

(第
三
號

=
二
三
)

四
二
七

、
.

.

'
.
.
.
.



、

、

雑

鋒

伯
林
に
於
げ

ゐ
乳
児
死
亡
率

二
・四
%
減

ε
劃

し
て

み
る
、
結
局
此
期
間

に
於

て
は

、

乳
見
死

亡
率

の
減

少
は
出
生
率

の
減

少
よ
り
も
一二
〇

・

六
%
ば
.か
り
.低

い
謹
「で
あ

る
。

出
生
敷

ε
死
亡
率
ε

の
比
較

を
明
.瞭

な
ら

し
む

る

爲

め
に
、
衣
の
統

計
を
作

っ
た
。

前
卑
度
比
較
減
少
割
合

　

　

乳
見
死
亡
率

乳
見
死
亡
率

年

代

.

一
入
七
〇
年
代

一
八
入
0
年
代

一
入
九
〇
年
代

〔
九
〇
〇
先
代

一
九

皿
○
年
代

三
.「∴

%

二
㌣

ゼ

・

一三

・
二

一
九

一

一四
人

出
生
率

四
一.四
酒

盞
.へ

}

　　
軌

}

=↑
二

三
夫
%

一
…【
・
三

一
f

ヘ

一三
・
四

出
生

率
.

竃
・置
%
.

一着
三

盃
・内

冒.〒
三

.

本
表
を
見
る
ざ
、
何
れ
の
年
代
に
於
て
も
出
生
.率
ざ

乳
児
死
ホ
率
ご
は
大
騰
同
方
向
を
辿

っ
て
み
る
の
に
、

猫
り
千
九
百
十
年
代

に
於
て
は
両
者
の
問
に
大
な
る
開

き
が
生

じ
て
み
る
。
此
奇
異
な
る
現
象
を
如
何
に
説
明

す

べ
き
か
、
千
九
百
十
年
代
を
、
千
九
百
十
年
乃
至
千

九
百
十
三
年
の
季
和

の
時
期

ε
、
千
九
百
十
四
年
乃
至

千
九
百
十
八
年
の
戦
争
の
年
ご
に
二
分
し
、
更

に
詳
細

に
研
究
を
進
め
る
。

千
九
百
十
年
代
を
二
期

に
分
ち
、
乳
児
死
亡
率
ε
出

第

+
=
.「谷

(第
三
號

㎜
三
四
)

四

二
八

生
奉

ε
を

=
炭
に
敗
め
次
の
数
字
を
得
た
、

前
年
度
比
較
減
少
割
合

く

　
出
生
率

年

代

乳
児

死
亡
牽

一
八
九
〇
年
代

一　三
・
二
%

一
九
〇
〇
年
代

冗
∴

監
轟
翻
竺
璽

出
生
率

乳
見
死
亡
率

元
.　
」

一苧
八
%

孟

.。

}
.

二〇
重

言
・二

四
・
九

一
四

・
0

}

】
話
・
六
%

菖

・
穴

腎三
∴

戦

前
四
年
間

を
雫
均
す

る
ご
出
生
敬

二
〇
・
六

堀
乳

鬼
死
亡
率

一
五

・
二
%

、
前

期
間
比
較
減

少
割
合

は
そ

…
れ
そ

れ

一
七

・
⊥
ハ
%

・
二
〇
・
二
%
で
あ

っ
て
大
曲侃
同

様

の
数
字
を

示

し
て
み
る
。
然

る
に
千
九
百
十
四
年
乃

昂
千
九
百
十

八
年

の
戦

時

中
セ
調

べ
る

ε
全
く
趣

を
異

に
し
エ
み

る
の
で
め

る
。
出
生
敷

一
四
・
O
賄

に
射

し

乳
児
死
亡
準

は

一
四
・
五
%

、
從

っ
て
出

生
撒
が
三

二
。

一
%

の
大
減

少
を
遂
げ

て
み
る
の

に
乳
児
死
亡
率

は
僅

・々
四

。九
%
減

少

せ
る
に
過

ぎ
な

い
有
様

で
あ

る
。
こ
れ

.

出
盈
率

ざ
乳
印
川死
　し
拳

ε

の
孝

行
せ

る
従
来

の
経

験
を

根
本
的

に
打

ち
破

れ
る
も

の
で
め

つ
て
、
暇
…鵬
の
及

ぶ

所

を
容
易

に
、察
す

る
事

が
出
來

る
。

三

つ

ロ

う

も

し

コ

　

も

コ

る

も

で

　

む

も

カ

し

も

へ

っ

最
近
の
数
字
特
に
千
九
百
十
三
年
乃
至
千
九
百
十
九

■



'

も

う

り

も

し

　

し

で

も

り

へ

ち

も

も

　

　

ち

も

や

年
の
乳
児
死
亡
牽
に
就
き
毎
年

の
比
較
を
試
み
る
。

此
期
間
を
通
じ
、
満

一
年
以
上
生
残
者

の
敷
が
出
生

敷
.(死
産
を
含
む
)全
鵠
に
占
む
る
千
分
率
の
最
小
な
る

は
、
千
九
百
十
四
年
の
八

=
二
・
七
ピ
千
九
百
十
九
年

の
八

　
四
・
三
ε
で
あ
る
。
從

っ
て
此
両
年
を
以
て
乳
.

兇
死
亡
率
の
最
大
な
る
年
ご
す

る
、
千
九
.百
十
四
年
に

死
心
牽
の
大
な
b
し
は
、
夏
期
の
温
度
の
異
常
に
…尚
か

り
し
に
解
す

る
事
が
出
來
る
。
然
し
千
九
百
十
九
年
に

か
く
.不
頁
の
結
果
を
生
せ
し
は
、
全
く
乳
児
を
養
ふ
べ

き
母
親

の
身
艦
が
麟
養
不
良
に
陥
り
た
の
に
原
因
し
て

み
る
の
で
あ
る
。
街
石
炭
の
窮
乏
の
結
果
、
乳
児
の
養

育
に
必
要
な
る
室
内

の
保
温
が
思
は
し
く
な
か

っ
た
事

も
、
其
原
因
に
敷
へ
ね
ば
な
ら
漁
、
こ
れ
亦
乳
児
の
犠

牲
の
敷
を

一
層
多

か
ら

し
め
た
所
以
で
あ
る
り

成
績
の
梢
夏
仔
な
年

は
千
九
百
十
七
年
ざ
千
九
百
十

八
年
に
し
て
、
八
二
〇
・

一
%
.ε
八
二
〇
・
七
%
ピ
云

ふ
生
.硬
者
の
割
合
で
め
る
。
千
九
.百
十
三
年

に
於
て
八

三
〇
・
五
%
、
千
九
.百
+
五
年
で
は
八
三
四
・
五
%

ε

云
ふ
好
成
績
を
示
し
て
み
る
。

全
七
年
を
通
じ
て

一
等
夏
仔
な
の
は
千
九
百
十
六
年

難

錐

伯
林
に
於
げ
ろ
乳
児
死
亡
率

の
八
四
六
%
の
生
残
者
で
あ

っ
て
、

こ
れ
全
く
夏
期
の

温
度
の
低
か
り
し
に
よ
る
の
で
め
る
。
千
九
百
十
九
年

の
空
襲
者
八

一
四
緬
、
千
九
百
十
三
年
の
盤
残
者
八
三

↓
%

よ
り
考

へ
る
ご
、
平
魂
第

]
年
の
乳
門兄
擁
む
率
は

戦
前

の
死
亡
牽
よ
り
も

大
な
り
ご

断
ず

る
事
が

…m[凍

る

。以
上
は
死

産
を
含

め
る
死

亡
統
計
表

に
關

し
毎

年

の

實
蹟

を
示
し
π

の
で
あ

る
が
、
更

に
生
産

の
み
の
敷

に

就

て
調

べ
る

ε
、
結
果

は
次
の
如
く

で
あ
る
。

生
産
者
て

○
0
0
に
付
き

}

}

」

第

「

年

年

実

生
褒
者
鍛

戦

前

{
一
九

=

二
孚
.

人
穴
四
・　「

轟
　
.　　

戦

後

{
一
九

一
九
年

入
興

・五

四
.

、

第

一
卑

死
亡
者
鍛

(乳
児
死

亡
率
)

冨
写
七

五
昌
・五

三
一・七

=
九
6

西
㌣
ヘ

一四
甚

一垂

直

↓
九

=

二

年

標

準

(乳

免
死

亡

率

)
ヨ
0
・
〇

一
…一丁
剛

壱

∴

企

み

三
(
λ

δ
(
・六

=
可=

乳
見
死
亡

率
の
順
位

窮 策 第 落 第 第 第

一 四 三 セ 六=五

も

ヵ

ち

　

り

も

へ
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に
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け
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児
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亡
攀

じ
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カ

セ
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季
節
別
の
比
較

に
う
つ
り
た
い
。

上
記
七
ケ
年
の
事
實
に
よ
る
ε
、
生
後
第

一
月
が
乳

児
ヒ
ご
り
て
は
最
も
危
険
率
が
多
い
様
で
あ
る
。
第
二

月
目
は
死
亡
率
は
俄
に
三
野
の

一
に
減
じ
、
其
後
徐
々

に
減
少
酔
繧
け
る
。
千
九
百
十
三
年
乃
至
千
九
百
十
九

年
の
李
均
に
よ
ゐ
ご
、
第

↓
月

に
五
二
・
四
%
、
.第
二

月
に

一
七
二

二
%
.、
第
三
月
に

一
五
・
四
堀
.、
第
四
月

に

一
二
・
三
%
、
死
亡
し
、
か
く
て
遂
に
第
十
二
月

に

は
僅

か
に
四
・
八
%
な
る
死
亡
率
を
示
す

の
で
あ
る
。

更
に
毎
暦
年
の
乳
児
死
亡
率
を
四
半
季
に
整
理
す

る

ε
、
千
九
百
十
三
年
の
始
め
よ
り
千
九
百
二
十
年

の
中

葉
迄
の
一材
料
を
得
る
事
が
出
來

る
。
其
結
果
、
か
の
死

亡
率
.が
盛
夏
の
頃

に
頂
熟
に
蓬
す
ε
云
ふ
事
實
は
、
七

ケ
年
中
、
千
九
百
十
三
年
、
千
九
百
十
五
年
、
千
九
百

十
六
年
、
千
九
百
十
八
年
及
び
千
九
百
十
九
年
の
五
箇

年
に
は
毫
も
窺
ふ
事
が
出
來
な

い
。
只
千
九
百
十
四
年

及
び
千
几
百
十
七
年
の
二
年
に
の
み
、
.季
節
的
影
響
が

現
は
る
ろ
に
過
ぎ
な
い
.
千
九
百
十
八
年
以
後
は
、
盛

夏
に
於
け

る
死
亡
率
の
増
加
よ
b
も
寧
ろ
殿
冬
の
乳
児

死
亡
の
現
象
が
顕
著
で
あ
る
、
千
九
百
十
九
年
然
b
、

第
十
三
巻

.
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四
三
〇

千
九
百
二
十
年
亦
撚
り
で
あ
る
。

千
九
百
十
三
年
の
初
季
よ
り
千
九
百
二
十
年
の
中
葉

に
至
る
三
十
季
節
を
比
較
研
究
し
て
見

お
ε
、
乳
児
死
、

直
撃

の
最
小
な
る
は
千
九
百
十
六
年

の
夏
の
季
節
、
.最

大
な
る
は
千
九
百
二
十
年
の
第

一
季

76
あ
る
。
千
九
百

噛廿
年
の
第

一
季
節
は
實

に
二
〇
・
五
%
の
.死
亡
率
を
示

し
、
か
の
千
九
百
十
四
年
の
盛
夏
の
絶
頂

の
敷
字

一
九

四
%
を
遙

に
突
破
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
而
も
此
季
節

に
は
先
天
的
弱
質

に
よ
る
死
亡
者
が
生
産
敷
の
五
⊥
ハ
・

コ
、%

に
達
し
、
他
の
二
十
九
季
節

に
曾
て
見
ざ
る
現
象

を
呈
し
て
み
る
。

こ
れ
全
(
繊
弱
な
る
乳
見
に
最
も
必

要
な
る
住
居
の
保
温
に
敏
く
る
所
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
ゆ

「
石
炭
飢
饉
は
遂
に
幾
多
の
幼
児
を
犠
牲
に
供
せ

り
」
ご
報
告
せ
ら
れ
て
る
る
が
、
蓋
し
適
評
で
あ
ら
う
。

五ゐ

も

も

も

り

っ

や

ら

ゐ

マ

へ

も

や

る

カ

や

最
後
に
.乳
児
死
亡
の
原
因
を
調

べ
て
見

る
ε
、
先
天

ヵ
　

セ

カ

ヘ

ヤ

で

や

あ

り

も

し

も

ヘ

ヤ

も

も

カ

ヤ

も

も

マ

的
弱
質
ご
胃
腸
病
ε
を
代
表
的
の
も
の
に
敷

へ
る
事
が

出
來
る
。

最
近
七
箇
年

の
脛
験

に
よ
る
ε
、
乳
.児
死
亡
の
原
因

…
の
過
年
は
先
天
的
弱
質
`
胃
膓
病
こ
の
両
者
で
あ
る
。

.
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雄
俊
三
箇
月
間

の
死
因
を
見
る
ε
、
先
天
的
弱
質
ご
黴

毒
ご
が
最
大
多
鰍
を
占

め
て
み
る
。
乳
児
の
成
長
に
件

ひ
消
化
不
良

に
劃
し
て
は
抵
抗
力
が
増

し
て
ゆ
く
が
、

肺
炎
に
侵

さ
る
》
危
険
は
依
然
存
し
て
み
る
。

乳
児
の
成
育
す

る
に
從
ひ
、
其
生
命
を
脅
す
傳
染
病

は
圭
こ
し
て
麻
疹
及
び
デ
フ
プ
リ
ヤ
で
あ
る
。
か
の
遺

傳
性
黴
毒
は
生
後
三
箇
月
間
が
最
も
恐
ろ
し

い
様
で
あ

る
こ
れ
千
九
百
十
四
年
以
来
否
定
し
難
き
事
實
ご
な

っ

て
み
る
。
然
し
遺
傳
性
黴
毒
其
他

↓
般
傅
染
病
の
災
害

は
乳
児
死
亡
の
至
…榿
に
比
す
れ
ば
實
に
微

々
た
る
も
の

で
.あ
る
。

學
者
或
は
乳
児
死
亡
率
を
目
し
て
、
常
代
肚
會
の
文

化
測
定
の
尺
度
な
り
ε
云

っ
て
み
る
。
真
言
の
當
否
は

暫
一
措

き
、
乳
児
死
亡
率
が
人
日
統
計
論
に
占
む
る
地

位
の
重
大
な

る
は
、
誰
し
も
異
存
無
き
所

で
あ
ら
う
。

府孔
[兄
死
亡
{竿
な
る
此
重
要
な
る
畢
實
を
出抽
へ
、
戦
}燗
の

中
心
た
る
伯
林
を
背
景
ε
し
て
世
界
職
事

の
前
後
に
わ

た
り
、
比
較
調
査
し
た

の
が
本
研
究
で
あ
る
、
特
に
乳

児
死
亡
率
を
出
生
率

ε
相
關
達
せ
し
め
兜
顕
に
、
本
研

難

鋒

職
俊
英
盲
利
の
経
済
状
態

●

究
の
濁
特
の
長
所
を
獲
見
す
る
事
が
出
來
る
。
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